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弥生時代前期中葉の水田畦畔（第 24 次調査）
巻頭図版
序　　　文
　本書は、2011 ～ 2012 年度に実施した庄・蔵本遺跡第 24 ～ 26・28・29 次の発掘調査報告書です。
庄・蔵本遺跡の報告書は、本調査室が単独で発行したものとしては２冊目、徳島県教育委員会との共
同で発行したものを含めれば６冊目となります。これまで本遺跡では、計29次の発掘調査が実施され、
縄文時代晩期から近世にかけての貴重な文化財が数多く発見されています。その中でも、弥生時代前
期のそれは極めて豊富で、初期の農耕集落跡として、学界で注目を集めており、現在、本調査室では
その調査研究と、それを活用した大学教育・地域貢献に努めているところです。
　さて、本書で報告する内容の中でも、特に注目されるのは、弥生時代前期の水田跡です。今日、日
本列島の水稲農耕は、朝鮮半島からの渡来人によって北部九州にまずもたらされ、結果として弥生時
代が始まったとみる考え方が有力です。本遺跡の水田は、渡来人そのものではなく、北部九州で渡来
人と在来人の混血によって生まれた弥生人の子孫がもたらしたものと考えられます。眉山の北側に広
がっていた自然地形を巧みに利用した、この水田からは、当時の人々の知恵と土木技術をうかがうこ
とができます。本遺跡ではずいぶん前から水田跡が確認されておりましたが、報告書というかたちで、
世に送り出すのは、これが初めてとなります。今後、本書と報告資料が、弥生時代の考古学研究、さ
らには徳島という地域社会での文化財の保存・活用の一助となることをスタッフ一同祈願します。
　最後とはなりましたが、発掘調査、整理作業、そして本書の刊行にあたって、ご協力・ご助言を賜っ
た学内外の関係者の皆様に厚く御礼申し上げます。
平成 28 年３月 31 日
徳島大学埋蔵文化財調査室長
端 野 晋 平
例　　　言
１．本書は、国立大学法人徳島大学埋蔵文化財調査室が 2011 ～ 2012 年度に実施した、本学蔵本キャ
ンパスにおける藤井節郎記念医科学センター新営（第 24 次調査）、附属図書館蔵本分館増築Ⅱ期（第
25 次調査）、大塚講堂改修（第 26 次調査）、外来診療棟新営（第 28 次調査）、学生支援センター改
修（第 29 次調査）に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書である。
２．整理作業は、中村豊（現・本学大学院ソシオ・アーツ・アンド・サイエンス研究部）・山口雄治（現・
岡山大学）・石丸恵利子（現・広島大学）、端野晋平・三阪一徳・脇山佳奈・岸本多美子・久米淑子・
中原尚子・板東美幸・古川裕美・前田千夏・安山かおり・山本愛子が担当した。
３．遺構写真の撮影は中村・遠部慎（現・久万高原町教育委員会）・山口が、遺物写真の撮影は三阪・
脇山・端野・板東が担当した。
４．本書の執筆は三阪・脇山・端野がおこなった。担当部分は目次に記載したとおりである。
５．本書の編集は、端野の指導のもとに、三阪が行った。
６．本書で使用した座標の値は、世界測地系に基づく国土座標系の値である。方位は座標北、レベル
は海抜標高である。
７．土層および土製品の色調は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修・財団法人日本色彩研究所
色票監修『新版標準土色帖』に準拠した。
８．弥生時代前期の時期区分については、中村（2000・2004）の土器編年に従い、Ⅰ䠉１様式を突帯
文・遠賀川併行期、Ⅰ䠉２様式を前期中葉、Ⅰ䠉３・４様式を前期末・中期初頭とした。中期以降
は、菅原康夫・瀧山雄一（2000）の土器編年を参考とし、（阿波）Ⅱ～Ⅳ様式を中期、（阿波）Ⅴ様式
を後期、（阿波）Ⅵ様式を終末期とした。
中	村豊，2000．阿波地域における弥生時代前期の土器編年．田崎博之（編），突帯文と遠賀川．土器持寄会論文集
刊行会，松山，pp.471-497．
中	村豊，2004．弥生時代前期末・中期初頭を考える：東四国の視点から．古代文化 56，204-212.
菅	原康夫・瀧山雄一，2000．阿波地域．菅原康夫・梅木謙一（編），弥生土器の様式と編年，四国編．木耳社，東
京，pp.1-130．
９．石器石材については中村、陶磁器の産地については安山から教示をえて、各執筆者が同定した。
10．本書に掲載した徳島大学構内遺跡の調査記録および出土遺物は、すべて徳島大学埋蔵文化財調査
室で保管している。今後、研究・教育の場で積極的に活用されることを期待する。
11．発掘調査・整理作業にあたっては以下の方々にご指導・ご教示を賜った。記して感謝の意を表し
たい。
　　井上智博、植地岳彦、氏家敏之、大北和美、勝浦康守、久保脇美朗、栗林誠治、小林和貴、近藤
玲、佐々木由香、鈴木三男、高島芳弘、能代修一、別所秀高（敬称略・五十音順）。
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